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（１）福祉                                    

 

【現状と課題】 

○ 近年、社会経済状況の大きな変化にともなって、福祉の対象となりづらかったホームレスといった

社会的援護を要する人たちへの支援、また、引きこもりや虐待といった新たな社会的課題への対応

が早急に求められるようになってきています。そのためにも、地域社会での支え合い活動の取り組

みの推進が大切です。 

 

○ 長引く不況から徐々にではありますが、千葉県内の経済情勢は、緩やかな回復基調が続いている状況で

す。本町における低所得者福祉については、生活保護の適正な運営を図るため民生委員と連携を取り

ながら、個別の実態を十分に把握し、その困窮の程度に応じた保護の決定に努めています。 

 

○ 社会福祉協議会をはじめ福祉ボランティア団体等、多様な主体と連携して福祉に関するニーズに対

応していく必要があります。 

 

【基本方針】 

それぞれの地域で人々が安心して暮らせるよう、地域住民や公私の社会福祉関係者がお互いに協

力して地域社会の福祉課題の解決に取り組みます。 

 

【計  画】 

① 子育ての経済的支援 

 少子化を招いている要因のひとつとして、子育てに伴う経済的負担感が大きいことから、児童手当

の支給や低所得世帯への保育料の軽減、乳幼児医療費の助成、就学援助等、子育て家庭に対する経

済的支援の充実に努めます。              （福祉健康課・保育所・教育課） 

 

② ひとり親家庭福祉の充実 

 ひとり親家庭、寡婦(夫)、低所得者等における生活の安定と自立を促すため、地域や関係機関が連

携し、自立、就業、相談支援を推進しています。今後もひとり親家庭等の現状を把握しつつ、各種

制度の周知を実施し、自立、就業等の支援の充実に努めます。          （福祉健康課） 

 

③ ワークライフバランスの推進 

 保育サービスの充実等、多様な働き方に対応した子育て支援を推進します。地域で育児や介護等

を行う家族を支える社会的基盤の形成を関係機関と連携しながら推進します。         

（保育所・福祉健康課） 

 

④ 低所得者福祉の充実 

 民生委員児童員協議会等関係機関との連携を図り、低所得者個別の状態を把握し、地域社会の一員

として生活出来るよう援助していきます。 

 

 低所得者に配慮した減免制度や支援制度等、時代に対応したセーフティネットの運用を促進し、制
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度の積極的利用をすすめることで生活支援を図ります。             （福祉健康課） 

 

⑤ 福祉ボランティアの充実 

 一宮町ボランティア連絡協議会は、２０グループ、３４９人が活動しています。男性ボランティ

アは徐々にではありますが増加傾向にあり、今後は、ボランティア人数の拡大を図るとともに、

ボランティア活動の啓発に努めます。 

 

 公的サービスの補完に重要な役割を担うボランティア活動の人材の育成と確保を推進するため、

社会福祉協議会内にボランティアセンターを設置しましたので、活動内容について関係者と協議

を重ねていきます。  

                                     （福祉健康課） 

 

⑤ 虐待等に関する相談体制の充実 

 虐待等の早期発見と早期対応を図るとともに、立ち直りを支援するため情報提供や共有等関係機関

と連携を取り、相談体制の充実に努めます。                  （福祉健康課） 
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（２）健康                                      

 

【現状と課題】 

○ がんは日本人の死亡原因の第１位で、早期発見、早期治療が重要です。本町では、子宮がん検診

は20 歳以上の女性、乳がん検診は30 歳以上の女性、前立腺がん検診は50 歳以上の男性、そ

の他のがん検診は40歳以上を対象として実施しています。 

 

○ 生活習慣病が口腔衛生ともかかわりが深いことから、成人歯科相談を開催しています。参加者の歯

や歯周病に対する関心は高く、今後も事業内容を広く周知し、継続します。 

 

○ ストレスや悩みを感じている人がそれについて、周囲への相談をしないケースがみられます。気軽 

  に相談できる窓口をお知らせする必要があります。 

 

【基本方針】 

一宮町保健センターを拠点とした、検診の受診率向上を含めた保健活動の充実と住民健康づくり

及び、疾病予防の啓蒙活動を推進します。 

 

【計  画】 

① 健康づくりの推進 

 健康に関する専門職による、住民への健康に関するアドバイスや啓蒙活動を充実し、予防のための

意識、知識の向上を図り、また、受けやすい検診体制を整え各種検診の受診率向上に努めます。ま

た、未受診者や要精検となった方への受診勧奨を継続実施します。 

        

 こころの健康に関する正しい知識や相談窓口の情報提供に努め、周りの人や専門機関に相談できる

よう、支援します。                            （福祉健康課） 

 

② 医療体制の充実 

 医療関係との連携を密にし、緊急医療の輪番体制の安定化と充実に努めます。こども急病電話相談

（♯８０００）や夜間救急テレフォン案内を周知します。           （福祉健康課） 
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（３）交通                                   

 

【現状と課題】 

○ 交通事故防止を図るため、警察等関係機関との連携を図りながら地域ぐるみで啓発運動を推進し、

交通安全意識の向上に努めて行く必要があります。 

 

○ 上総一ノ宮駅周辺の混雑緩和の対策について検討が必要です。  

 

【基本方針】 

鉄道・バスや幹線道路等の公共交通網整備は関係機関との連携を図りながら住民の利用しやすい環

境整備を推進します。交通安全の問題についても啓発活動の推進に努めます。運転免許を持たない児

童生徒や高齢者等の交通安全のためにも車両運転者の交通意識と交通マナーの向上が求められるた

め、車を運転する年代に対して交通ルールやマナーの徹底を図ります。 

 

【計  画】 

① 通勤の利便性の充実  

 乗用車や歩行者、自転車等の通行の安全性や利便性を考慮し、上総一ノ宮駅周辺の環境の整備につ

いて、神門踏切の改善をはじめ、歩道整備について対策を推進します。 

 

 上総一ノ宮駅東口の実現化に向けて、都市計画の見直しを含め、関係機関と協議し、推進していき

ます。                           （事業課・まちづくり推進課） 

 

② 交通安全指導の促進 

 交通安全指導に関わる各関係機関との連携を図り、現在行われている活動を継続推進し、地域ぐる

みで啓発活動を進めることで、交通安産意識やマナーの向上を図ります。      （総務課） 
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（４）社会参加                                     

 

【現状と課題】 

○ 住民の手によるまちづくりを進めていくためには、住民の自主的な社会参加が必要です。自主的社

会参加は、自治会活動や地域清掃活動、スポーツや文化活動、祭礼等の伝統行事、福祉や子育ての

ボランティア活動、防災防犯活動等、生活のあらゆる分野において行われています。この活動への

参加や不参加、活動団体への加入や脱会は参加する当事者が決めることであり、その行動は強制さ

れるものではありません。 

 

○ 大家族が減少し核家族化が進んだことや、近所づきあいの変化に伴い、子ども・若者・中高年・高

齢者等、世代の異なる人たちが交流する機会が減少しています。地域の伝統や文化を次世代に継承

することが求められています。 

 

【基本方針】 

地域の活性化を推進するため、自主的な社会参加を支援していきます。 

 世代間のつながりを築きながら、地域のつながりを深め、地域おこし、地域コミュニティの再生、

住民主体のまちづくりを推進します。 

 

【計  画】 

① 地域づくり 

 住民による活動や行事に関する情報の提供、広報活動を推進することで、中年期世代の社会参加の

拡大を図ります。 

 

 中年期世代の意見が政策や方針に反映されるよう、各種審議会への参画を促進します。 

                                         （総務課） 

 

② 世代間交流の活性化 

 伝統的行事等を通じて異世代間の交流を図り、地域の活性化と郷土の伝統を守っていく意識を育ん

でいきます。 

 

 小中学校の児童生徒や高齢者のスポーツ活動に、中年期世代の人たちが参加出来る体制を推進して

いきます。                                   （教育課） 


